
教育目的、教育目標 

 

１．全学科共通 

    ものづくりを中心とした産業界において、専門知識と幅広い教養を身につけた 

中堅技術者としての活躍が期待できる人材を育成する。 

 

２．機械工学科  

鉄鋼業、機械工業、自動車・家電製造業等の機械関連産業全般において、中堅

機械技術者としての活躍が期待できる人材を育成する。  

このため機械工学の柱となる材料、流体、熱に関する専門科目をバックボーン

とし、振動、制御、エネルギー等の関連科目へと専門性を広げる。また、講義科

目のみならず、実験・実習を通じて専門科目の履修内容をより確かなものにする。  

 

３．電気電子工学科  

発電、送電、配電等の電気エネルギーの発生・輸送に代表される電気分野の専

門基礎知識習得と、家電製品に組み込まれているダイオード、トランジスタ等の

半導体デバイスに代表される電子分野の専門基礎知識習得を最重点とし、さらに

実験・実習による実学教育を通し、ものづくりの一端を担う中堅の電気電子技術

者として、実社会で活躍できる人材を育成する。  

 

４．情報処理工学科  

情報技術全般に関する基礎的な知識を習得させた上で、プログラマやシステム

エンジニアになるために必要なプログラム開発能力、ネットワークに関する知識、

ソフトウェアを活用する技術を実験・実習により習得させ、将来、中堅の情報処

理技術者となりうる人材を育成する。  

 

５．ものづくり創造工学科  

機械工学に関する基礎知識の上に、「ものづくり」に関する実習を通して、こ

れからの技術者に必要とされる柔軟な思考力、並びに創造力を育成し、「ものづ

くり」に携わる中堅技術者を育成する。 

そのため、実習を重視し、体験を通して理論と実践を結びつけながら、専門知

識・技術を修得させる。 

 

以上 


